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国
道
１
０
５
号
米
内
沢
バ
イ
パ
ス
開
通 

　
国
道
１
０
５
号｢

米
内
沢
バ
イ
パ
ス｣

が
12
月
４
日

開
通
し
、
地
元
住
民
や
自
治
体
関
係
者
な
ど
約
１
３

０
人
が
参
加
し
て
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
同
バ
イ
パ
ス
は
桜
の
ト
ン
ネ
ル
で
知
ら
れ
る
松
栄

か
ら
寄
延
ま
で
の
延
長
約
３
・
55
キ
ロ
。 

　
こ
の
日
は
悪
天
候
に
よ
り
安
全
祈
願
祭
と
開
通
記

念
式
典
を
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
移
し

て
行
わ
れ
、
式
典
で
岸
部
市
長
は
「
地
域
間
の
交
流

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
観
光
振
興
な
ど
に
も
効
果
が
あ

る
と
期
待
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

　
式
典
後
、
現
地
を
訪
れ
パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
約
１

０
０
台
が
通
り
初
め
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
道
路
は
鷹
巣
方
面
か
ら
森
吉
支
所
ま
で
混
雑

時
で
約
５
分
短
縮
と
な
る
よ
う
で
す
。
　 

地
域
の
交
流
と
観
光
振
興
に 

テープカットで開通を喜ぶ関係者 

阿仁かざはり苑のイルミネーション 

心
を
和
ま
す
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　
阿
仁
吉
田
地
区
の
国
道
１
０
５
号
線
阿
仁
か
ざ
は

り
苑
入
り
口
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
登
場
し
、
沢
山
の
人
た

ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
阿
仁
か
ざ
は
り
苑
（
栗
谷
幹
丈
施
設
長
）
で
は
、

日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
人
た
ち
に
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
、
平
成
２
年
か
ら
毎
年
職
員
が
趣

向
を
凝
ら
し
て
設
置
し
、
今
で
は
地
域
の
年
末
の
風

物
詩
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
は
11
月
28
日
に
飾
り
付
け
を
行
い
、
こ
の
日

か
ら
明
か
り
が
灯
さ
れ
て
オ
レ
ン
ジ
色
に
き
ら
め
く

光
が
見
る
人
の
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
今
月
25
日
ま
で
点
灯
さ

れ
ま
す
。 

阿
仁
か
ざ
は
り
苑
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン 

　
合
川
親
の
会
連
絡
協
議
会
・
合
川
公
民
館
・
市
教

育
委
員
会
主
催
の
第
16
回
合
川
少
年
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

大
会
が
11
月
19
日
、
合
川
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
９

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、
少
年
団
体
の
健
全
育
成
活
動
の
一

環
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
増
進
と
親

睦
交
流
を
深
め
よ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
開
会
式
で
武
石
合
川
公
民
館
長
が
「
楽
し
い
交
流

の
場
に
な
る
よ
う
な
大
会
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
参
加
選
手
を
代
表
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
マ
ッ
チ

ョ
ル
ズ(

上
杉)

の
疋
田
真
由
希
さ
ん
が｢

最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
プ
レ
ー
し
ま
す｣

と
宣
誓
。 

　
試
合
は
男
女
混
合
で
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
行
わ
れ
、
結
果
は
駅
前
Ａ
チ
ー
ム
が
優
勝

し
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ー
に
歓
声 

少
年
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会 

９チームが参加した少年ドッジボール大会 

　
こ
の
ほ
ど
、
制
作
が
進
め
ら
れ
て
い
た
市
民
憲
章

の
石
碑
が
完
成
、
12
月
１
日
、
設
置
さ
れ
た
市
庁
舎

正
面
で
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
年
１
月
、
憲
章
原
案
の
検
討
を
選
定

委
員
会
に
依
頼
し
、
同
委
員
会
は
３
月
31
日
、
岸
部

市
長
に
報
告
、
翌
４
月
１
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
式
典
で
は
、
岸
部
市
長
、
吉
岡
議
長
、
選
定
委
員

会
の
金
森
委
員
長
、
鷹
巣
小
学
校
の
児
童
ら
で
除
幕
、

市
民
憲
章
が
披
露
さ
れ
、
岸
部
市
長
は
「
全
市
民
が
、

こ
の
憲
章
を
道
し
る
べ
と
し
て
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
後
、
鷹
巣
小
学
校
の
児
童
４
人
が
前
文
と
主

文
か
ら
な
る
憲
章
を
朗
読
、「
み
ん
な
で
力
を
あ
わ
せ

　
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。 

市
民
の
「
道
し
る
べ
」
を
設
置 

市
民
憲
章
除
幕
式 

納税功労表彰の受賞を報告する桜庭圭介さん(中央) 
と疋田久人さん(右） 

納
税
功
労
で
全
国
表
彰 

　
こ
の
ほ
ど
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
か
ら
表

彰
を
受
け
た
桜
庭
圭
介
さ
ん(

80
、
東
横
町)

と
疋
田

久
人
さ
ん(

64
、
上
杉
字
屋
布
岱)

が
11
月
29
日
、
市

役
所
を
訪
れ
岸
部
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。 

　
桜
庭
さ
ん
は
新
市
誕
生
後
、
旧
４
町
納
税
組
合
の

連
合
会
設
立
に
尽
力
、
初
代
会
長
に
選
任
さ
れ
、
納

税
組
合
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
、
疋
田
さ
ん
は
多
年
に

わ
た
り
健
全
な
組
合
運
営
と
納
税
思
想
の
高
揚
に
尽

力
し
、
納
税
団
体
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。 

　
岸
部
市
長
は
、
２
人
の
受
賞
を
称
え
な
が
ら
「
市

税
の
滞
納
も
増
え
て
い
る
中
で
、
納
税
組
合
の
果
た

し
て
き
た
意
義
は
大
き
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
税
務
行

政
へ
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
納
税
思
想
の
普
及
な
ど

に
努
め
て
ほ
し
い
」
と
、
協
力
を
求
め
て
い
ま
し
た
。 

納
税
貯
蓄
組
合
法
55
周
年
記
念
納
税
功
労
表
彰 

　
「
知
事
と
北
秋
田
市
の
市
町
村
懇
談
会
」
が
11
月

30
日
、
市
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
観
光
や
地
域

活
動
に
携
わ
る
市
民
が
寺
田
秋
田
県
知
事
と
北
秋
田

市
の
５
年
後
の
夢
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
合
い
ま

し
た
。 

　
寺
田
知
事
は
「
安
倍
総
理
が
言
う
『
美
し
い
国
』

は
、
北
秋
田
地
方
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
か
ら
は
自

然
に
囲
ま
れ
、
心
の
豊
か
さ
を
め
ざ
す
時
代
に
入
る
。

北
秋
田
市
は
、
た
と
え
ば
空
港
の
そ
ば
に
で
き
る
病

院
に
は
首
都
圏
の
方
に
も
利
用
し
て
も
ら
う
、
統
合

高
校
も
、
他
に
は
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
学
科
で
魅
力
を

持
た
せ
る
な
ど
、
大
き
な
夢
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
な
ど
と
、
市
民
を
は
じ
め
行
政
関
係
者
に

前
向
き
な
考
え
を
求
め
ま
し
た
。 

行
政
、民
間
一
体
と
な
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

知
事
と
北
秋
田
市
の
市
町
村
懇
談
会 岸部市長ほか市民８人が参加した「知事の市町村懇談会」 

岸部市長、吉岡議長、金森選定委員長、 
子どもたちの代表らで除幕された市民憲章の石碑 

か
ん
じ
ょ
う 




